
CAMNETでお楽しみの皆さん，いかがお過ごしです
か？ 「心身健全！」パーソナリティの川崎医科大
学 衛生学 大槻剛巳です。 

Net Radio「心身健全！」は2009年4月からCH-F毎
月中旬の配信で放送してきました。2012年1～12月
は上旬のMSUIC，中旬のBASIC，そして下旬のMEDICAL
と，枝分かれさせて展開しておりましたが，先号でも
お伝えした通り，2013年1月からはCH-A毎月中旬の
配信に変更させていただきました。3本で「いつでも
どこでも心身健全！」状態もよかったのですが，タイ
トルに縛られてしまって，それまでの自由気儘な感
触が少し薄らいできたこと，そして，MUSICを展開し
てみて，radio camnet の中で，音楽番組の配信とい
うのがもっと沢山あってもいいかも知れないなぁ
～ って印象を受けたので，比較的，音楽を沢山紹
介する番組に意匠替えをしてみてもいいのか
な？って思った次第です。 

勿論，net radioですので，皆さんのお耳に馴染んだ
楽曲は種々の事情によってお届けできませんが，
「心身健全！」を開始依頼，大槻が高校～大学の頃
に作った沢山の楽曲を，改めてPCの打ち込みと電子
ピアノの演奏を音色を変換するという作業で新カラ
オケを作製して，最後にVOCALを入れて旧曲新録し
ています。そんな楽曲を紹介する番組にしています。
また，平均すると（あくまで平均です。大学業務を中
心とした仕事の合間ですので，比較的余裕がある時
に録り溜めしているのですから）月3～4曲は新しい
旧曲新録をしておりますので，三ヶ月分を集めると
一枚のフルアルバムが出来ます。その楽曲集を
CAMNETのプレゼントコーナーに提供しております。
勿論，アマチュアで，楽曲は35～40年も前のものば
かりですので，お耳障りかも知れませんが，よろしけ
れば，応募の際にクリックしてみてください。オリジ
ナル曲を作るって，やっぱり誰かに聴いてほしいっ
てことですので，もし，楽しんでいただければ，本当
に嬉しい限りです。 

そして，このマガジンのコラムでは，季節折々，大槻
が学会その他で出張した際に，教室WEB用に写真を
沢山撮っているのですが，それを紹介するとともに，
季節を感じていただければ，という欄にしようと
思っています。勿論，季節に合わせてってことです
ので，以前に訪れた様子の紹介ですが，それはご容
赦を 

 

 

 

 

 

 

 

 

さて今回は，2012年春に京都で開催されました日本
内科学会への参加の時に，「ちょっと寄り道/ブラ＠
タケミ」として，散策をしました。日本内科学会への
参加は，内科専門医というその学会の中での資格を
維持するためにも，毎年参加しているのですが，合
間の散策の時間も作れなくはないってことです。自
らの研究などのメインとなっている学会や，自分が
事務局とか編集委員長とかを担当している学会の
場合には，本当に隙間なくフル参加，それも全て発
表会場に，なんて状況もありますので，「ちょっと寄り
道/ブラ＠タケミ」が出来るのは幸いです 

この時，会場は「みやこめっせ」，平安神宮のすぐそ
ばです。倉敷からJRで京都駅へ。結構，早めに到着
できますので，散策を兼ねて徒歩しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

塩小路通りで鴨川を渡ったのですが，堤の桜はまさ
に満開でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

そして三十三間堂の横を抜けて豊國神社です。太閤
さんを祀っているのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここでも八重桜が満開・・・まさに「はんなり」な気分
です。そして，道行の流れから建仁寺の，まずは摩利
支尊天，亥年生まれの守り本尊ということで阿吽も
猪です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

この辺りはこれまであまり訪れたことがなかったの
で，びっくり仰天でした。 

そして建仁寺，桜が少し散り初めし頃ですが，池の水
面が花びらで覆われるくらいの旅情を感じることが
できました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

まだ早朝でお参りの方も少なく，静謐な空気に気持
ちは学会参加っていうより，逝く春を惜しむ中に人
生の移ろいと，その中で，自らは何を想い，何を感じ
ながら，それでも前を向いて歩いて行くのだろうと
いったことを鑑みる瞬間でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

建仁寺から祇園を抜けて，白河沿い，京都華頂大学
の辺りでは，柳の緑と桜の薄紅に心を現れつつ，会
場の「みやこめっせ」へ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

平安神宮の賛同横には・・紅八重しだれ桜が満開で
した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さて，５年近く前に逝去した大槻の父は，京都府福知
山市で内科医院を開業していたのですが，「大槻右
城」という号を持つ俳人でもありました。「ほととぎ
す」の同人でもあり，活躍していた頃には，句会で忙
しく飛び回ったりもしておりました。 

では父の桜の句を二つ。 

  

湾口を囲み万朶の山桜 

  

カーブするたび山桜里桜 

  

いかがでしょうか？ 

  

そして，最後に・・・大槻の「桜」の歌詞を紹介します。 

  

待ちわびて桜 

  

※寂しくなんかないよ キミが そこにいる  

 桜満開 待ちわびる この季節に 

 凍えた夜も過ぎて 朝陽が眩しい  

 心全開 受け止める キミのすべて 

  

幾度目かの 寒い季節  

繋ぐ手と手が 震え出す  

  眼差し すれ違って 途方に暮れてた 

二人歩く 舗道の上  

風に枯葉が 舞い踊る  

  唇 言葉失くし 気持ち俯いた 

  

※※やがて 二人 肌を 暖め  

  We've been touching warm hearts each 
other 

  キミと 夢が 重なり  

  Time is toward to happiness right now 

  

※ repeat 

  

長く伸びた 二つの影  

寄り添う肩が 離れてく 

  指先 悴むよに 何かが揺れてる 

思い出そう 出逢いの頃  

ひとつひとつを 好きになって 

  何にも 変わってない キミを愛してる 

  

※※repeat 

  

※ repeat 
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